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【大学間協定留学】留学近況報告書 

記入日 2023年 4月 3日 

留学先大学 
ｼﾄﾞﾆｰ工科大学(日本語名) 

University of Technology Sydney(現地言語名) 

留学先の所属学部等 

特定の学部･研究科等に所属している(以下に学部等名を記入) 

※学部等名(日本語):      

(現地言語での名称):      

 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している 

その他:      

留学期間 2023年2月-2023年12月 

明治大学の所属学部等 経営学部会計学科      (学部/学科/研究科/専攻等)  

学年(出発時の本学での学年) 3年生 

Ⅰ. 出発前にどのように情報を集め､準備をしましたか｡しておいて良かったこと､準備不足だったこと､ぜひ

次の学生に準備としてｱﾄﾞﾊﾞｲｽしたいことを記述してください｡ 

留学先選びは明治大学の留学関係の資料や現地大学の HP を見たりして決定しました｡留学先を決めてから学

校の指定する語学能力証明の基準を超えられるように英語の勉強をしました｡留学先大学への派遣が決まって

からは国際教育事務室さんが留学までのﾌﾛｰﾁｬｰﾄなどを数回のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを通じてﾚｸﾁｬｰしてくれたので安

心して手続きをすることが出来ました｡留学先が決まるまでは様々な準備が必要で提出物なども期限内に出さ

なければならないので自分の中でしっかりと予定を立てて準備していくことが重要だと私は感じました｡留学

前にやっておく準備としてはとにかく英語の能力を伸ばしておくことです｡ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝさえ乗り越えられれ

ば大抵のことはうまくいきます｡時間さえあれば英語力を磨きましょう｡また生活面に関してですがほとんど

のものは現地で購入することができますが物価が恐ろしく高いので洗顔料とか日本で使い慣れているものを

渡航するときに持ってくることをお勧めします｡ただ､ｺﾝｾﾝﾄの規格が違うので変換ﾌﾟﾗｸﾞだけは絶対に忘れな

いようにしましょう｡ないと悲しいことになります｡ 

Ⅱ-1. 留学のための渡航前手続き(留学ﾋﾞｻﾞ) ※詳細に記入して下さい 

ﾋﾞｻﾞの種類:subclass 500 申請先:Australian Government Department of Home Affairs 

ﾋﾞｻﾞ取得所要日数:1 週間      

(申請してから何日/週間要したか) 
ﾋﾞｻﾞ取得費用:豪 575$ 

1. ﾋﾞｻﾞ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか?また､どのように手配しましたか? 

海外保険や学校からの入学証明書など諸々の書類が必要です｡ﾋﾞｻﾞの手配をするのはそれらの書類がそろって

からではないとできないのでまずは何が必要なのかを調べることが大切です｡ 

2. 具体的な申し込み手順を教えて下さい｡ 

全ての手続きはｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通して行われました｡ｲﾝﾀｰﾈｯﾄにすべての申し込み手順を細かく日本語で説明した

web ｻｲﾄがあるのでそれらを参照にするのが良いと思います｡https://tabiken.com/au/manual/studentvisa/  

3. ﾋﾞｻﾞ取得の際に､留学先国大使館で面接のあった方は､どのような質問を受けましたか? 

面接はありませんでした｡ 

4. ﾋﾞｻﾞ取得に関して困った点･注意点 

ﾋﾞｻﾞはﾊﾟｽﾎﾟｰﾄのように形のあるものが郵便などで届くわけではないので実際に取得できたかどうかが実感で

きないので最初は不安でした｡申請に審査が行われた後ﾋﾞｻﾞのｽﾃｰﾀｽが受付中から受理されたことを知らせる

ﾒｰﾙがくるのでﾋﾞｻﾞのｽﾃｰﾀｽはﾁｪｯｸするようにしましょう｡ 
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Ⅱ-2. 留学のための渡航前手続き(その他の事前準備について) 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい(現地での現金調達準備､携帯電話購入､荷物運送など) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱのｼﾄﾞﾆｰは物価が高いので経済的なことを考えると持っていけるものは日本で用意していくのが良い

と思います｡ 

Ⅲ. 現地到着後のながれ 

1. 到着時の様子 

利用航空会社 ANA 

航空券手配方法 ｽｶｲｽｷｬﾅｰ                   ※利用した旅行社･旅行ｻｲﾄ､格安航空券情報等があれば記入 

大学最寄空港名 Kingsford Smith Airport 現地到着時刻 20:15 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 
大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

( ﾊﾞｽ 電車)      
ﾀｸｼｰ  

その他 

(     )                 

移動の所要時間 15 分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点､ﾀｸｼｰ･公共交通機関で移動する際の行き方､料金等 

電車に乗るには opal ｶｰﾄﾞを駅で手に入れるかｸﾚｶを suica みたいにﾀｯﾁすることで改札を通り抜けることがで

きるのでｸﾚｶを準備しておきましょう｡ 

大学到着日 2 月 6 日 11 時頃 

2. 住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか? 

はい 

いいえ 
いいえを選んだ方:     月     日から入居可能だった｡ 

住居のﾀｲﾌﾟ 寮     ｱﾊﾟｰﾄ     その他(     ) 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋     その他(6 人部屋) 

ﾙｰﾑﾒｲﾄ 日本人学生  他国からの留学生 その他(     ) 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した   その他(     ) 

住居の申込み手順 UTS Housing という大学の寮を提供しているところがｱﾌﾟﾗｲﾌｫｰﾑを公開するので､事前

にｳｪｲﾃｨﾝｸﾞﾘｽﾄにﾒｰﾙを登録して申請できる時を待ちます｡申し込みは抽選ではなくな

ぜか先着順なのでｽｹｼﾞｭｰﾙは必ず確認しましょう｡一度審査が通るとあとは必要情報

を記入してお金を払うだけです｡ 

住居は渡航前に､また渡航後すぐに見つかりましたか?ﾄﾗﾌﾞﾙはありましたか? 

住居の料金の支払いの際に最初はｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞで支払おうとしたのですが金額が大きいためか何度もｴﾗｰが出

てしまい､結局銀行での振り込みをしたのですが反映されるまで一週間ほどかかるため締め切りｷﾞﾘｷﾞﾘの送金

になってしまいました｡時間に余裕をもってやることをお勧めします｡    

3. 留学先でのｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 2/6 

参加必須ですか? 必須   任意参加 

参加費用は? 無料   有料(金額:     ) 

内容と様子は? 

必須であると通知されていましたが特に出席確認などはなく学校のｼｽﾃﾑについて説

明がありました｡明治の Oh-o meiji のような授業の教材など課題を提出するﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

の使い方や学生生活の過ごし方など､正規学生が高校を卒業して初めて大学生活を始

めるための情報を親切に紹介してくれました｡ 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 2 月 25 日から 
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Ⅳ. その他､渡航してから必要な手続きについて 

1. 現地で滞在許可等の申請の必要はありますか?いつ､どこで､方法は?日数､料金は?ﾄﾗﾌﾞﾙは? 

ありません 

2. その他現地でした手続きは?(健康診断､予防接種等)いつ､どこで､方法､日数､料金は?ﾄﾗﾌﾞﾙは? 

到着してから学生証の受け取りなどをしました｡またｼﾞﾑを契約しました｡      

3. 現地で銀行口座を開設しましたか?手続方法､必要書類､日数､料金は?ﾄﾗﾌﾞﾙは? 

ｸﾚｼﾞｯﾄなどｷｬｯｼｭﾚｽが主流なので特別必要性を感じなかったため開設していません｡      

4. 現地で携帯電話を購入しましたか?手続方法､必要書類､日数､料金は?ﾄﾗﾌﾞﾙは? 

SIM ｶｰﾄﾞを購入して日本のものと差し替えて使っています 

V. 履修科目と授業について 

1. 履修登録はいつどのような形で行いましたか? 

出発前に(12 月初旬日頃) 

    ｵﾝﾗｲﾝで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他(     ) 

到着後に(     月     日頃) 

    ｵﾝﾗｲﾝで登録 国際ｵﾌｨｽ等の仲介  できなかった その他(     ) 

登録時に留学生として優先されることはありましたか? 

あった        なかった 

優先が｢あった｣方はどのように優先されましたか? 

      

優先が｢なかった｣方はどのように登録しましたか?  

優先というより留学生が取れる授業が基本的に限られていて､高度な科目を履修するためにはその領域での学

習経験を証明するものを教授に事前承認してもらう必要があるためもし学びたい科目がある場合は条件など

を調べておくとよいと思います｡登録は web で先着順で行われます｡      

2. 出発前に授業を登録した方は､現地で変更･追加できましたか?また希望通りの授業が取れましたか? 

現地についてから想像していた授業と違うものが一つあったので履修登録変更可能な期間の内に大学のﾎﾟｰﾀ

ﾙｻｲﾄを通じて手続きしました｡履修変更･追加自体はﾜﾝｸﾘｯｸでできるので非常に簡単ですぐに反映されるの

でﾚｽﾎﾟﾝｽも良いです｡ 
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Ⅵ. 一週間のｽｹｼﾞｭｰﾙ 授業時間､課外活動､勉強時間等､毎日の生活について記入してください｡ 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00                                           

8:00 起床 起床 起床 起床 起床             

9:00 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 起床 起床 

10:00 
図書館で勉

強 

図書館で勉

強      

図書館で勉

強 

図書館で勉

強 

図書館で勉

強      

ﾋﾞｰﾁなどに

いく      

ﾋﾞｰﾁなどに

いく 

11:00 ― ― ― ― ―             

12:00 ― ― ― ― ―             

13:00 昼食      昼食 昼食 昼食 昼食 昼食      昼食 

14:00 勉強 勉強 勉強 勉強 ｼﾞﾑ ―       

15:00 ― ― ― ― ― ―       

16:00 
― ― 授業のﾁｭｰﾄ

ﾘｱﾙ 

― 

 

自 由 時 間

      

            

17:00 
ｼﾞﾑ 授業のﾁｭｰﾄ

ﾘｱﾙに出席 

― ｼﾞﾑ ―             

18:00 
― ― ― 夕食      ｸﾗﾌﾞ活動な

ど 

            

19:00 
夕食 ― ― 授業のﾜｰｸ

ｼｮｯﾌﾟ      

―             

20:00 
自由時間 

 

夕食 夕食 自由時間 ―             

21:00 ― 自由時間 自由時間 ― ―             

22:00 ― ― ― ― ―             

23:00 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 

24:00                                           
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Ⅶ. 現在までの感想 

留学先大学､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて､授業､宿舎､生活全般についてなど､自由に書いてください｡ 

ｼﾄﾞﾆｰ工科大学は CBD と呼ばれるｼﾃｨの中心に位置していて大勢の人が行きかう大都市の真ん中にｷｬﾝﾊﾟｽを

持っています｡人の多さは東京とほとんど変わりません｡大都市ゆえ交通の便も良く必要なものは全てそろい

ます｡また電車で 30 分ほどでﾎﾞﾝﾀﾞｲﾋﾞｰﾁなどにもｱｸｾｽでき、美しい自然にも恵まれています｡学校の施設は

ほとんどの建物が洗練されたﾃﾞｻﾞｲﾝでｷｬﾝﾊﾟｽだけでも一見の価値があると思います｡勉強に疲れたらﾋﾞｰﾁで

一休みできる環境も素晴らしいと思います｡周りの学生も非常に意欲が高く平日の図書館は常に満席でｷｬﾝﾊﾟ

ｽ内ではﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝをしている姿を頻繁に見かけます｡そのような環境で自分の興味のある領域を学べること

は非常に幸運であると感じています｡学習においては施設やｻﾎﾟｰﾄなどもとにかく充実しているため満足して

います｡ただ生活面に関しては物価が非常に高いので何を買うにもためらう瞬間があるためそこがｽﾄﾚｽです｡

円安もあいまって経済的に日本人学生にとっては何かと厳しくなることがあると思います｡物価面を除けばｼ

ﾄﾞﾆｰはｱｼﾞｱ系の店も多いた日本人が生活するには何一つ不自由はないと思います｡     

留学先大学を目指す学生に向けてのｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡ 

ｼﾄﾞﾆｰ工科大学は施設と授業のﾚﾍﾞﾙ共にとても素晴らしいものがあります｡理系の大学でありながら文系学

部も非常に高い評価を受けています｡どの講義をとっても満足できるはずです｡大都市に身をおいて大学生活

を送ってみたいという人には最適な大学だと思います｡ｵｰｽﾄﾗﾘｱの大学選びで迷ったら UTSを選ぶことをお勧

めします｡ 

留学の動機は人それぞれだと思いますが､ここｵｰｽﾄﾗﾘｱでは様々な文化的背景を持った人と協働し生活する

ことが出来ます｡これは日本に住んでいたらなかなか経験できない貴重なものだと思います｡留学の準備は時

に煩雑で特に英語力試験などは不安もあると思いますが乗り越えられないものではありません｡毎日少しずつ

時間に余裕をもってやることで気づいたら現地の大学で授業を受けられているはずです｡これを読んでいるあ

なたが希望の大学へと留学できることを願っています｡ 

 


